
 1 / 4 
 

中期計画     

（2019～2024） 

 

聖和短期大学 

責任者名：聖和短期大学長 

 各学校での承認 

年月日 会議体名 

 

2023年  月  日 

     年  月  日 

 

 
 

 

【3年間の運営方針】 【3年後のありたい状態】 

１． 人材育成、教育の方針 

・「“Mastery for Service”を体現する世界市民」の育成を

目指し、キリスト教主義に基づく全人教育を通して、他

者、特に幼い者を愛し仕える使命感を持った保育者を育

成する。 

・幼稚園教諭・保育士となる際に必要な基礎的・基盤的な

学習ができるよう、教育課程、教授内容を検証し、改善

を図る。 

・保育の現場に立つ使命感を構築できるよう、実習や授業

など有意義な機会を提供するとともに、保育者としての

資質・能力を向上させるために、実習先との協力体制の

充実を図る。 

・新しい教育課程の基本となる幼児期に育みたい資質・能

力の内容について、学生が体得できるように教授する。

また、最新の子どもに関する調査結果などを積極的に取

り入れ、時代にあった幼稚園教諭、保育士、保育教諭の

養成に努める。 

・学習成果の検証の実施と見直しを図る。 

・ICT の活用の充実を図るとともに、 ICT を活用できる人材

の育成を強化する。 

・経済的に困窮する学生や地方から来た学生が安心して

学業に専念できるように、奨学金制度の見直しを図る。 

・多様な学生（配慮を必要とする学生、経済的に困窮する

学生など）に対するきめ細かな支援を行う。 

＜2024年度のありたい状態＞ 

・建学の精神、スクールモットーを理解し、他者、特に社

会的弱者に奉仕しようとする使命感を持った学生の育

成が行われている。 

・教育課程の学習を通して保育の知識ならびに技能と子

ども理解が身につき、保育の現場に就職する人数の割

合を維持している。 

・保育者になるという意欲や、そのために豊かな人間性

を培おうとする態度、意識を持った学生の育成と、そ

れを達成するためのキャリア支援が行われている。 

・本学卒業生が保育分野において貢献し、社会的評価

がさらに高まっている。 

・学習成果の測定と評価が着実に行われ、教育の質の

保証に向けた取り組みがなされている。 

・保育で ICT を適切に用いることのできる学生の育成が 

行われている。 

・保育学の研究などに触れ、さらに知識や理解を深める

ために一定数の学生が学びの継続（編入・進学等）を

志望している。 

・奨学金を必要とする学生に、適切に資金が供給されて

いる。 

・学生生活全般に対して、きめ細やかな支援が行われて

いる。 

・保育の現場で役立つ新たな資格等を取得できるように

なっている。 

2．志願者獲得の方針 

・入学者選抜試験等、「学力の3要素」(「知識・技能」「思考

力・判断力・表現力」「主体性を持って多様な人々と協働

して学ぶ態度」)を多面的・総合的に評価するものへと改

善する 。 

・聖和短期大学の魅力を伝えるための広報の戦略を常に

検討する。 

・中高生向けの広報を充実させる。 

・オープンキャンパスの時期や内容を検討する。 

・多様な進路を選択できるように、編入制度の充実と周知

を図る。（大学・高等部との接続） 

・高校との連携を充実させる（高校への出張授業等）。 

・幼稚園・保育所・幼保連携型認定こども園、児童福祉施

設等に加え、保育団体や地方自治体との連携を深め、保

育を学びたい受験生の開拓に努める。 

＜2024年度のありたい状態＞ 

・関西学院短期大学の名称が広く認知されている。 

・関西学院短期大学に名称変更・共学化することにより、

保育を学びたい受験生が確保され、受験者数が増加し

ている。 

・高校生が多面的評価をしてもらえると感じ、志願(選択)

しやすい入試形態を用意している。 

・ＳＮＳやＨＰが中高生に見やすいものとなり、アクセス数

が増加している。 

・オープンキャンパスの参加者が増加し、本学受験へと

つながっている。 

・高校での模擬授業や進路ガイダンス等で高校生と本学

教職員が出会う機会が確保され、本学での学びを希望

する受験生が増加している。 

・志願者がコンスタントにある重点校(協力校)、保育コー

スや保育類系のある高校や家庭科・保育科目等の担

当教諭との連携が深まっている。 
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・幼稚園、保育所、幼保連携型認定こども園、児童福祉

施設ならびに地方自治体と協定を締結し、保育者養成

に関しての連携がさらに深まっている。 
 

3．研究、保育現場などとの連携 

・知的好奇心、広い視野を持ち、専門分野に加え、周辺分

野に関する研究を深化させる。 

・保護者、卒業生、保育現場などへの情報発信を充実さ

せ、本学との繋がりを強化する。 

・幼稚園教諭、保育士、保育教諭の資質・能力の向上を目

指した研修等を充実させる。 

・保育団体などとの連携を深め、ブランド力をさらに高め

る。 
 

＜2024年度のありたい状態＞ 

・教員の研究成果の発表などが注目される。 

・研究助成金などの外部資金と寄付金の獲得が増加し

ている。 

・現職教育の実施機関として広く認知され、受講者数が

安定している。 

・保育に関する連携協定などの締結先が増加し、保育分

野におけるブランド力が高まっている。 

 

4．法令などへの対応､認証評価による改善課題への対応 

・法令などの改訂に対して、情報収集に努める。 

・2021年度に受審した期間別認証評価による向上・充実

のための課題に取り組む。 

・内部質保証の取り組みを充実させる。 

・改革総合支援事業などに示された内容への取り組みを

進める。 

 

＜2024年度のありたい状態＞ 

・法令などを準拠し、その内容に即した教育活動を行な

っている。 

・2021年度認証評価「自己点検・評価報告書」に記載し

た課題の改善計画を遂行している。 

・2021年度認証評価の結果を受けて、向上・充実のた

めの課題について対応し、さらに教育の質が向上して

いる。 

・改革支援事業への対応が進んでいる。 
 

5．短期大学の長期的ビジョンの検討 

今後の短期大学の在り方について、Ｗ.Ｇ.を組織して検討

する。 

＜2024年度のありたい状態＞ 

・短大将来検討WG の提言を反映しつつ、保育者を育て 

る養成機関の特色を生かした本学の具体的な取り組み 

をすすめている。 
 

6．中期的な課題 

＜フェーズ2（2022～2024）＞  

1. 志願者の獲得 

2. 名称変更・男女共学化などの広報活動の強化 

3. 教育の質保証 

4. 学生支援体制の充実 

5. 保育団体・実習施設との協力体制の構築 

6. 大学の社会的活動の充実 

▼継続or完了or廃止

を選択してください。 

【重点施策】 

（中期的な課題を解決するための重点施策を箇条書きしてください。「中期

総合経営計画」の実施計画がある場合は、第１順位にしてください。優先順

位の高いものから５つ程度） 

【中期総合経営計

画 実施計画】とし

て取り組むものに

○ 

継続 ① 総合学園の「見える化」と関西学院アイデンティティの浸透 〇 

継続 ② 広報戦略の充実・入学者数の確保  

継続 ③ 授業内容の充実  

継続 ④ 学生支援体制の推進  

継続 ⑤ 質の高い保育者の輩出  

継続 ⑥ 再教育システムの充実  
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【3年間の取り組み状況（中期計画）を測る指標】  

②-1広報施策の拡大  ②-2出願高校の増加  ②-3オープンキャンパス来場者の増加 

②-4志願者数の増加  ②-5入学定員の確保  ③-1授業の到達目標の達成度 

③-2DPに定める資質能力の獲得状況  ③-3免許資格取得率  ③-4学習成果の獲得状況 

③-5学習成果の実践度  ③-6教員の研究成果の発表・発信状況 

④-1学生満足度  ⑤-1就職率  ⑤-2就職先からの評価 

⑥-1短大が行う研修への参加状況  ⑥-2研修参加者の満足度 

 

【目標や実績を踏まえた次年度に向けた展望】（2023年3月末時点） 

 

  

2022年４月に聖和短大将来検討 WG が検討を開始し、中間報告を経て、９月に「聖和短期大学の今後のあり方につい

て(最終報告)」が提出された。最終報告では、「志願者(入学者)の確保」を聖和短期大学(聖和短大)の抱える喫緊の最

重要課題と捉え、その改善のための方策として以下4点の提言を受けた。 

①2024 年度から「男女共学化」を実施する。聖和短大の名称変更も含めて 慎重に検討を進め結論を得る。  

②学費収入以外の収入源を確保・拡大する。  

③生徒募集・広報活動をさらに多角化し、より効果的な実施体制に見直す。  

④新たな資格の取得、ICT 教育に対応できるカリキュラムを検討する。  

 上記提案を受けて、2024年度から男女共学化、及び名称を「聖和短期大学」から「関西学院短期大学」に名称変更

することとした。男女共学に関しては学則変更の届出、名称変更に関しては文部科学省に事前相談が必要であるが３

月中に変更可能であるとの了解を得た。４月の申請の準備を進めている。 

 学費以外の収入源確保については、現在兵庫県と大阪府の認可を受け実施している「保育士等のキャリアアップ研

修」の内容を、より魅力的で必要とされる研修となるように見直し、参加者数を増加させたい。 

 様々な部局との連携の可能性に関して、現在精査している。カリキュラムの充実に関しては、2024年度に新たな資格

取得の養成課程の開設が可能となるよう申請準備を進めている。 

・保育職の不祥事などもあり保育を目指す学生が急激に減少しているが、保育の魅力を感じることができる体験の提供

や、発信の方法を工夫する。 

・受験生に知名度を上げるためにリ-フレットを作成など積極的に広報活動に努め、志願者増を目指す。 

・保育者の養成に関しては、自治体や保育団体との連携授業などを通して、地域の子育て支援の現状、保育の場のニ

ーズに添った教育内容を学ぶ機会を設け保育の現場に必要とされる人材育成に努めたい。 
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以上 

取り組みの全体像（イメージ） 

 


